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第３次嬉野市総合計画・第３期嬉野市総合戦略策定方針 

 

１ 計画策定の意義 

総合計画は、自治体が行う取り組みの根幹となる計画であり、10 年後の目指す将来像を定めると

ともに、今後 10年間のまちづくりの方針を定めたものです。 

嬉野市では、平成 30年度から令和７年度までの８年間を計画期間とする「第２次嬉野市総合計画」

を策定し、その将来像を「歓声が響きあう 嬉野市」として掲げ、様々な取り組みを進めてきました。 

計画の期間中、全国的に人口減少や少子高齢化、災害の激甚化など、様々な課題が生じていると

ともに、多様性を尊重する価値観の浸透など、市民の生活がこれまでとは違う新しいステージへと

向かっています。 

このようなことから、内外の変化に適切に対応し、これまでの嬉野市の取り組みを継承しつつ新

たな視点に立ったまちづくりの方向性を示し、市民自身が誇れる嬉野市を創っていくための指針と

して、「第３次嬉野市総合計画（以下「次期計画」という。）」を策定します。 

 

２ 計画書の構成 

 次期計画は、「基本構想」「基本計画」により構成することとします。 

（１）基本構想 

まちの将来像やまちづくりの進むべき方向性を定めるもので、基本となる考え（理念）や心構

えを設定します。 

（２）基本計画 

基本構想で示した目標に到達するための施策を示すもので、まちづくりの指針となります。 

（３）実施計画 

基本計画に定められたまちづくりの指針に基づく具体的な事業を、年度ごとに定めるもので

す。 
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３ 計画の期間 

基本構想：令和８年度から令和 17年度の 10年間とします。 

基本計画：令和８年度から令和 17年度の 10年間とします。 

実施計画：総合戦略として５か年の計画とし、進捗評価も踏まえ毎年度見直しを行います。 

 

４ 総合計画と総合戦略の一体的策定について 

嬉野市では、令和２年度から令和８年度までを計画期間とする「第２期嬉野市まち・ひと・しごと

創生総合戦略」を策定し、市民がまちに愛着と誇りを持てる地域づくりを進めるとともに、地域内

外との交流を促進して交流人口や定住人口を増やすことを目的に、地方創生の取り組みを推進して

きました。 

総合戦略では、基本目標・数値目標・基本方向・分野別項目・KPI・具体施策を体系的に整理し、

多様な取り組みを継続的かつ重点的に推進することで、地方創生の動きをさらに加速させることを

目指しています。この総合戦略における具体施策は総合計画とも重複する部分があり、また、まち

づくりの一貫性を確保しながら計画を推進していくことが重要となっています。そのため、次期計

画においては、総合計画と総合戦略を一体化し、上記記載のとおり総合計画実施計画＝総合戦略と

して策定することとします。 

 

 

■第２次計画と第３次計画の体系イメージ  
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５ 策定にあたっての取り組み 

（１）実施中の取り組み 

①市民アンケート 

行政の取組に対する満足度や定住意向など、まちづくりに関する市民の認識や意向を把握す

るため、市民アンケート調査を行いました。 

項目  

調査対象者 市内在住の 18歳以上の方 2,000人（無作為抽出） 

調査期間 令和７年９月 22日（月）～10月３日（金） 

調査方法 郵送配布、郵送回収による本人記入方式またはＷＥＢフォームでの回答 

有効回収数 １，２５１件（郵送/９７０件、ＷＥＢ/２８１件）※10/16 時点の回収率 62.6％ 

 

②高校生世代向けアンケート 

魅力あるまちづくりを進めていくために、嬉野市の印象や将来の定住意向、まちのアピールポ

イントなど若年層の意向を調査しました。 

項目  

調査対象者 市内在住の高校生世代(15～18歳）の方 

調査期間 令和７年９月 22日（月）～10月３日（金） 

調査方法 ＷＥＢでの回答 

有効回収数 ３１７件 

 

③住民ワークショップ 

嬉野市総合計画の策定にあたり、市内に住む様々な立場の方からこれまでの市の様子やこれ

からのまちづくりの方向性について幅広い意見をいただくとともに、市の課題解決に向けての

市民と行政とが協働で行うアイデアを企画・提案していくことを目的としてワークショップを

実施します。 

また、嬉野市に関わる人々が、まちづくりを自分事として認識し、今後の取り組みを進めてい

く上で理解や協力のあるまちの土壌づくりへとつなげていくことも併せて目的としました。 

実施概要 

実施回数 全４回 

実施時期 

第１回：11月１日（土）中学生ワークショップ 

第２回：11月 16日（日）高校生ワークショップ 

第３回：11月 30日（日）一般ワークショップ① 

第４回：12月 14日（日）一般ワークショップ② 

実施場所 

１回目：うれしの市民センター 会議室 1-1,1-2 

２回目：嬉野高校武道場 

３回目：塩田公民館 大集会室 

４回目：うれしの市民センター 会議室 1-1,1-2 
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（２）今後のスケジュール 

日程 内容 

令和７年 11月１日 中学生ワークショップ 

令和７年 11月６日 市長ヒアリングの実施 

令和７年 11月 16日  高校生ワークショップ 

令和７年 11月 30日 一般市民ワークショップ① 

令和７年 12月 14日 一般市民ワークショップ② 

令和７年 12月 23日(火) 

9:30～＠塩田庁舎 3-2 

第２回審議会 

・調査結果の報告 

・基本構想案の検討 

令和８年２月下旬頃 

第３回審議会 

・基本構想案の承認 

・基本計画案の検討 

令和８年４月上旬頃 
第４回審議会 

・基本計画案の検討 

令和８年５月下旬頃 パブリック・コメントの実施 

令和８年６月下旬頃 

第５回審議会 

・パブリック・コメントの報告 

・計画案の確定 

・答申 

 

 


